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「
中
奥
」
は
将
軍
の
住
ま
い
で
、
御
座
間
や
御
休
息
所
が
あ
り
、

地
震
の
と
き
の
避
難
所
と
し
て
、
地
震
間
も
つ
く
ら
れ
た
。
将
軍
に

仕
え
る
小
姓
の
部
屋
も
多
く
、
大
台
所
は
、
特
に
大
き
な
建
物
で

あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　

「
奥
」
は
将
軍
の
夫
人
や
側
室（
局
）
た
ち
の
住
居
で
、
奥
と
仕

切
り
の
石
垣
で
別
け
ら
れ
、
女
性
だ
け
が
出
入
り
で
き
る
仕
組
み
が

守
ら
れ
て
い
た
。
奥
方
の
住
む
御
守
殿
の
ほ
か
、
仕
え
る
女
中
た
ち

の
部
屋
が
長
く
続
き
、
余
り
に
広
く
、「
大
奥
」
と
い
わ
れ
た
。

当
時
の
江
戸
城
建
設
を
偲
ぶ
資
料
と
し
て
、
甲
良
家
が
残
し
た

貴
重
な
遺
産
が
あ
る
。
江
戸
幕
府
の
大
棟
梁
と
な
っ
た
宗
広
を
初

代
、
連
綿
と
し
て
代
々
が
大
棟
梁
を
つ
と
め
、
十
一
代
の
棟
隆
に

至
る
甲
良
家
は
、
幕
府
作
事
方
の
大
棟
梁
と
し
て
の
図
面
、
文
書

を
集
積
、
そ
の
数
六
百
数
十
点
を
今
に
伝
え
た
。
昭
和
六
十
二
年
、

国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

次
頁
以
降
の
画
図
は
、
甲
良
家
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。　
　

　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
東
京
誌
料
文
庫
所
蔵　
　
　
　
　
　
　
　

【
誌
料
名
】　

①
慶
長
江
戸
図　

②
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図

　
　
　
　
　

③
江
戸
城
御
本
丸
御
表
御
中
奥
御
大
奥
総
絵
図　

 

　
　
　
　
　

④
江
戸
御
城
御
殿
守
正
面
之
絵
図　

　

江
戸
城
総
構
え
の
工
事
が
終
わ
る
と
、
三
代
将
軍
家
光
は
、
最

後
の
仕
上
げ
と
し
て
、
も
う
一
度
本
丸
を
築
き
直
し
た
。
家
康
、
秀

忠
の
時
代
か
ら
数
え
て
三
度
目
の
大
工
事
で
、
酒
井
忠
勝
を
総
奉

行
に
任
命
し
、
寛
永
十
四
年（
1
6
3
7
）
一
月
か
ら
、
工
事
が
始

め
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

完
工
し
た
江
戸
城
は
、
歴
史
上
か
つ
て
な
い
大
規
模
の
も
の
で
、

内
郭
面
積
だ
け
で
一
、八
平
方
キ
ロ
に
も
な
り
、
通
常
の
城
下
町
で

は
、
そ
の
全
体
を
占
め
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
内
部
に
は
、

大
天
守
の
ほ
か
、
櫓
二
十
一
、
多
聞（
城
中
の
長
屋
）
二
十
八
、
門

が
九
十
九
も
あ
っ
て
、
御
殿
や
蔵
が
軒
を
連
ね
、
本
丸
御
殿
は
ま
る

で
迷
路
の
よ
う
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
丸
御
殿
は
大
別
し
て「
表
」、「
中
奥
」、「
奥
」
の
三
つ
に
分

け
ら
れ
る
。「
表
」
は
幕
府
の
政
治
を
行
な
う
役
所
、
千
畳
敷
の

大
広
間
を
中
心
に
、
白
書
院（
対
面
所
）、
黒
書
院
な
ど
の
大
き

な
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。
内
部
に
は
名
工
の
誉
れ
が
高
い
甲こ
う

良ら

豊ぶ
ん
ご後 

ら
の
彫
り
物
、
狩
野
探た

ん
ゆ
う幽

ら
の
絵
が
、
と
こ
ろ
狭
し
と
飾
り
た
て

ら
れ
、
い
ま
日
光
東
照
宮
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
、
極
彩
色
の
建
築

が
で
き
上
が
っ
た
。　

この塔は寛永八年に建てられたが、同十六年花見客の失火で焼けてしまったため、将軍家で
は直ちに、甲良宗広とその子宗久に命じて再建した。この塔は上野東照宮の一部として建てら
れたものであるが、明治になって寛永寺の所属となり、昭和３３年東京都に寄付された。現在
塔は上野動物園の敷地内にあり、国の重要文化財に指定されている。塔の高さは33ｍ、棟
の一層の内部に釈迦如来・薬師如来・弥勒菩薩・阿弥陀如来の四仏が安置されていたが、
現在は東京国立博物館に寄託されている。

芝公園四丁目の一角を占める増上寺の三門は、寺の中門にあたり
（表門は大門）、正式名称を三解脱門という。元和八年（1622）、
江戸幕府大工頭・中井正清を頭とし、甲良宗広らによって建立さ
れた。国の重要文化財。三解脱門とは三つの煩悩「（むさぼり）、（い
かり）、（おろかさ）」を解脱する門のことで、建築様式は三戸楼門、
入母屋造、朱漆塗造り。唐様を中心とした建物に、和様の匂欄
などが加味されている。二階内部 ( 非公開）には、釈迦三尊像と
十六羅漢像が安置されている。

この図は近世になって最初の江戸の図とされている。測量をしたものではなく、スケッチ風の画であるが、現在皇居となった「御城」を中心として、
いまの内濠周辺までを画いている。陸地に海が入り込んでいたが、慶長八年（1603）に埋立てられたので、この図は慶長七年ころのものと
推定される。図の中に「此図弘化二年巳年九月山下友右衛門之所蔵せしを借得てうつしおくもの也・・」とある。

写図１　最初の江戸図 (慶長江戸図）

増上寺の三門

旧寛永寺五重塔
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初
期
の
江
戸
図
と
さ
れ
る
本
図
の
原
本
は
、
最
古
の
刊
行
図
と
推
定
さ
れ
、
凡
例
に
朱
を
も
っ
て「
寛
永
九
年
」（
1
6
3
2
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
年
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。
天
守
閣
や
、
紅
葉
山
、

日
枝
神
社
、
溜
池
、
愛
宕
山
に
か
け
て
の
地
形
、
増
上
寺
な
ど
が
絵
画
と
し
て
、
し
か
し
大
部
分
は
地
図
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
て
、
本
格
的
な
地
図
に
つ
な
が
る
過
渡
的
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。

写
図
２　
初
期
の
江
戸
図（
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
）
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写
図
３　
江
戸
城
本
丸
全
図（
江
戸
城
御
本
丸
御
表
御
中
奥
御
大
奥
総
絵
図
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
の
図
は
万
治
二
年（
1
6
5
9
）
に
再
建
さ
れ
た
本
丸
全
体
を
描
い
た
平
面
図
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。　

 

幕
府
の
政
庁
で
あ
り
、ま
た
将
軍
の
住
居
で
も
あ
っ
た
江
戸
城
本
丸
御
殿
は
、江
戸
時
代
に
何
度
か
の
火
災
で
消
失
、再
建
を
繰
り
返
し
た
。 

本
図
は
明
暦
三
年
の
大
火
で
消
失
し
た
あ
と
再
建
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
消
失
し
た
天
守
は
、
そ
の
台
だ
け
が
記
さ
れ

て
い
る
。
本
丸
御
殿
は
表
、
中
奥
、
大
奥
の
三
つ
の
区
域
が
、
こ
の
順
に
南
か
ら
北
に
配
置
さ
れ
た
が
、
表
と
中
奥
と
の
間
に
は
明
確

な
境
界
が
な
い
が
、
大
奥
と
の
境
は
厳
重
に
区
切
ら
れ
、
御
鈴
廊
下
の
み
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
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この図は正徳二年（1712）に作成された再建計画の立面図で、寛永度の図面をもとにして、
最上階の屋根に鯱鉾を置き、唐破風、千鳥破風を配し、腰壁は銅版張りになっている。　
実際には再建されることはなかった。

写図４　天守閣（江戸御城御殿守正面之絵図）
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甲
良
家
初
代
の
甲
良
宗
広（
1
5
7
4
〜
1
6
4
6
）
は
、
こ

の
よ
う
な
時
代
に
、
い
ま
の
滋
賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
法
養
寺
に
生

ま
れ
た
。
彦
根
市
や
八
日
市
市
に
近
く
、
東
海
道
新
幹
線
が
近
く

を
走
る
。
こ
の
地
は
甲
良
大
工
の
ま
ち
で
、
国
宝
を
含
め
て
い
く
つ

も
の
文
化
財
が
残
る
。
築
城
の
天
才
と
い
わ
れ
た
藤
堂
高
虎
も
甲

良
の
出
身
で
あ
る
。

宗
広
は
二
十
三
歳
と
な
っ
た
慶
長
元
年（
1
5
9
6
）、
伏
見
で

徳
川
家
康
邸
の
造
営
に
当
た
っ
た
が
、
同
五
年
江
戸
に
下
り
、
同

十
年
に
は
増
上
寺
山
門
の
棟
梁
を
つ
と
め
た
。
や
が
て
宗
広
は
日
光

東
照
宮
の「
寛
永
の
大
棟
梁
」
と
い
わ
れ
る
最
高
の
地
位
を
得
た
。

徳
川
家
康
を
ま
つ
る
東
照
宮
が
二
代
将
軍
秀
忠
に
よ
っ
て
日
光
に

創
建
さ
れ
た
の
は
、
元
和
三
年（
1
6
1
7
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、

当
時
の
も
の
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て

い
る
日
光
社
寺
群
と
は
比
較
で
き
な
い
よ
う
な
素
朴
な
建
造
物
だ
っ

た
。
因
み
に
徳
川
家
発
祥
の
地
で
あ
る
群
馬
県
新
田
郡
尾
島
町
の

東
照
宮
は
、
元
和
の
社
殿
を
移
築
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

い
ま
全
国
に
は
七
十
も
の
東
照
宮
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は
江

戸
時
代
の
も
の
だ
が
、
明
治
時
代
に
旧
幕
臣
が
建
て
た
と
い
う
も
の

も
あ
る
。

絢
燗
豪
華
な
装
飾
で
知
ら
れ
る
い
ま
の
日
光
東
照
宮
は
、
祖
父

の
家
康
を
尊
敬
す
る
三
代
将
軍
家
光
に
よ
っ
て
建
替
え
ら
れ
た
も
の

江
戸
開
府
四
百
年
余
り
、
江
戸
幕
府
の
建
設
事
業
に
深
く
関
わ

っ
た
の
は
作
事
方
奉
行
で
、
こ
の
時
代
の
建
築
の
多
く
は
作
事
方
の

作
品
で
、
す
で
に
古
典
的
と
な
っ
た
建
築
の
伝
統
は
作
事
方
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
き
た
。

作
事
奉
行
の
下
に
大
工
頭
が
い
た
が
、
こ
の
職
は
技
術
官
僚
の
最

高
位
の
職
名
で
世
襲
制
で
あ
っ
た
。
そ
の
下
の
大
棟
梁
は
、
建
築
工

事
を
直
接
指
揮
す
る
最
高
の
技
術
者
と
し
て
、
甲
良
、
鶴
、
平
内

の
三
家
が
世
襲
し
、
の
ち
に
は
辻
内
、
石
丸
家
が
加
わ
っ
た
。
大
棟

梁
も
世
襲
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
設
計
指
針
書
と
し
て
木
割
術
を
代
々

に
わ
た
っ
て
伝
え
た
。
大
棟
梁
は
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
、
ま
た
工
事

の
監
督
を
も
務
め
る
職
務
を
も
っ
て
い
た
。

中
世
の
習
わ
し
で
、社
寺
や
貴
族
が
保
護
す
る「
座
」（
同
業
組
合
）

の
管
理
下
に
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
の
大
名
の
改
革
に
よ
り
、
自

由
競
争
を
避
け
て
工
人
を
保
護
す
る「
座
」
と
い
う
独
占
、
閉
鎖

的
な
仕
組
み
が
破
ら
れ
た
。
大
名
は「
座
」
に
と
ら
わ
れ
ず
才
能
の

あ
る
人
材
を
集
め
始
め
た
。
近
江
の
堂
宮
大
工
で
あ
っ
た
甲
良
家
が

世
に
出
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

で
、こ
の
と
き
甲
良
宗
広
は
作
事
方
大
棟
梁
と
し
て「
寛
永
大
造
替
」

に
参
加
、
設
計
は
も
と
よ
り
、
自
ら
彫
刻
を
彫
り
、
現
場
の
指
揮

を
と
っ
た
。
工
期
は
わ
づ
か
に
一
年
七
ヶ
月
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の

完
成
を
喜
ん
だ
家
光
は
、
宗
広
に
対
し
て
破
格
の
官
位
と
し
て
「
四

位
」、
太
刀
と
馬
と
を
下
賜
し
た
。

滋
賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
に
在
る「
甲
良
豊
後
守
宗
広
記
念
館
」

に
は
、
甲
良
宗
広
の
偉
業
を
讃
え
、
幕
府
作
事
方
大
棟
梁
職
と
し
て
、

甲
良
家
に
遺
さ
れ
た
資
料
を
展
示
し
て
い
る
。

初
代
宗
広
に
つ
づ
き
、
二
代
宗
次
、
三
代
宗
賀
、
四
代
宗
員
、

五
代
棟
利
、
六
代
棟
保
、
七
代
棟
政
、
八
代
棟
村
、
九
代
棟
彊
、

十
代
棟
全
、
十
一
代
棟
隆
ま
で
、
江
戸
幕
府
作
事
方
大
棟
梁
の
職

を
代
々
勤
め
、
日
光
東
照
宮
、
江
戸
城
西
丸
御
殿
、
本
丸
御
殿
の

修
理
な
ど
に
当
た
っ
た
。

棟
全
の
子
で
、
十
二
代
を
継
い
だ
盈み
つ
も
と株
が
保
管
し
て
い
た
甲
良
家

文
書
は
、
甲
良
家
最
後
の
当
主
甲
良
伝
次
郎（
棟
隆
の
子
）
か
ら
、

昭
和
三
年
、
当
時
の
日
比
谷
図
書
館
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
内
6
4
6
点
が
、
昭
和
六
十
二
年
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。

日
比
谷
図
書
館
は
昭
和
二
十
年
五
月
、
戦
災
に
よ
っ
て
建
物
、

蔵
書
が
全
焼
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
書
類
が
納
め
ら
れ
た
経
緯
は
不

明
で
あ
る
が
、
幸
い
、
第
二
次
大
戦
末
期
、
日
比
谷
図
書
館
は
戦

渦
か
ら
図
書
を
守
る
た
め
、
蔵
書
家
か
ら
図
書
を
買
上
げ
、
自
ら

所
蔵
し
て
い
た
貴
重
な
資
料
を
多
摩
地
域
に
疎
開
さ
せ
て
い
た
。
戦

時
下
に
も
耐
え
た
甲
良
家
文
書
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
き
、
感

慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

旧
日
比
谷
図
書
館
の
蔵
書
を
引
継
い
で
東
京
都
立
中
央
図
書
館

が
開
館
し
、
甲
良
家
文
書
は
特
別
文
庫
室
内
東
京
誌
料
に
収
め
ら

れ
た
。

甲
良
家
で
は
宗
広
の
祖
父
に
当
た
る
光
広
が
京
都
に
出
て
建
仁

寺
門
前
の
大
工
の
弟
子
と
な
り
、「
建
仁
寺
流
」
を
称
し
た
。

江
戸
城
の
資
料
と
し
て
欠
か
せ
な
い
重
要
文
化
財「
甲
良
家
文

書
」
は
十
二
代
大
島
盈
株
が
保
管
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼

は
甲
良
家
七
代
棟
政（
大
島
家
を
継
ぐ
）
の
孫
で
、
幼
時
よ
り
甲

良
家
十
代
棟
全
か
ら
建
築
を
学
ん
で
い
た
。
甲
良
家
が
明
治
維
新

に
さ
い
し
て
家
職
を
廃
す
る
や
、
甲
良
建
仁
寺
流
第
十
二
代
を
継

ぎ
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
日
本
建
築
界
に
重
き
を
な
し

た
。
新
橋
駅
の
建
設
も
手
掛
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。


